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（１）設立経緯 

 PMI 日本支部(PMI Japan：以下 PMIJ)は、米国

プロジェクトマネジメント協会の支部として、日本

におけるプロジェクトマネジメント(以下 PM)の普

及・啓発に当たっている組織です。日本における経

済発展、社会環境整備には、今後 PM に従事する優

れた人材が不可欠であり、PM の能力をもつ優れた

実務者の育成が強く望まれるところです。 

 これまで PMIJ では、各組織における PM 実務者

に対する最初のステップとして PMP 取得を主体と

した研修を行なってきましたが、近年、PM に関す

る早期教育の必要性・有効性が欧米を中心に提唱さ

れており、日本での PM に関する早期教育ニーズに

対応すべく、2005 年に教育委員会を設立しました。 

 

（２）ミッション 

 PMIJ 教育委員会（以下本会）では PMIJ の活動

理念に基づき、産業界において活躍する PM 実務者

の経験・ノウハウを教育分野に広く普及させるべく、

PMBOK（プロジェクトマネジメント知識体系ガイ

ド）を基本としつつ、実務における PM の応用事例

を教育し、プロジェクト活動に即戦力のある人材を

社会に送り出すことを目指しています。 

 

（３）主な活動分野 

本会は教育分野における PM の普及と啓発を目的

とした教育活動を行なっています。現時点での主な

活動分野は以下の通りです。 

 

① 社会人向け教育  

② 大学院向け教育 

③ 大学・短期大学向け教育  

④ ジュニア教育  

 

 

 

 

 

 

 

本会では、そのミッションである「プロジェクト

活動に即戦力のある人材を社会に送り出す」ための

実践活動として教育機関への直接的な支援・サービ

ス提供を目指しており、「PM 関連研修への講師派

遣」「講演・セミナーへの講師派遣」といったヒュー

マンリソースの提供から「教育カリキュラムの開発

支援」などのコンサルティング支援まで幅広いご協

力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1】教育委員会の支援・サービス 

 

なお、2009 年 3 月時点での支援・サービス実績と

しては、北海道大学からの大学院生向け「ＰＭ実務

教育」の支援要請を受け 2005 年 6 月より現在まで

継続支援しています。詳しくは「４.カリキュラム提

供事例」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）実務経験豊富な講師を提供 

本会を運営する委員を中心に PM 実務経験豊富な

社会人を有しており、その数は２０名に及びます。

これらの講師は同時に PMP（Project Management 

Professional）の有資格者でもありそれぞれの企

業・組織において高い専門性を認知され、指導的な

立場の方々でもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 1】本会所属委員の例 

 

 

２.主な支援・サービス項目

教育カリキュラム
の開発支援

PM関連研修へ
の講師派遣

講演・セミナー
への講師派遣

教育委員会の

支援・サービス

３.支援・サービスの特徴

１ .PMI 日本支部教育委員会に 

ついて 

PMI 東京支部 事務局 永谷 裕子 

産業技術大学院大学 産業技術研究科 
教授 

酒森 潔 

NTT データ先端技術株式会社 オープンソース事業部 
技術開発ビジネスユニット長 

中村 仁之 輔 

アルテミスインターナショナル(株) 
代表取締役社長 

仲村 薫 

日本電気株式会社 
システム技術統括本部 Expert 

山戸 昭三 

PMI 日本支部 事務局 
事務局長 

永谷 裕子 

酒森 潔 

中村 仁之 輔 

仲村 薫 

山戸 昭三 

他、20名（2009年 3月末現在） 

所属・役職等 氏名 
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（２）柔軟性の高いカリキュラムを提供 

カリキュラム開発に当たっては、提供先毎にプロ

ジェクトチームを設置し、提供先のニーズに合わせ

た講義内容の設定やテキストの設計・開発を行ない

ます。またカリキュラム開発を行なった担当者がそ

のまま実際の講義を担当することを原則としており、

一貫したサービス提供・支援が可能です。 

上記に加え、PMIJ に蓄積した PM 教育ノウハウ

を活用することにより、PM のディファクトスタン

ダードである PMBOK に準拠した学術的カリキュ

ラムの提供から文科系学生やジュニア教育向けの入

門講座まで幅広い対応が可能です。 

 

（３） “疑似体験”を重視した講義の実践 

例えば、社会人経験のない学生が対象の講義では、

プロジェクトベースでの作業の進め方をイメージし

ながら、PM の有効性を理解しもらうために次のよ

うな工夫を行なっています。 

 

（理解度を高めるための工夫例） 

・ 講義の節目毎に身近な話題をテーマした小

課題を実施する 

・ 実際の企業、組織を題材としたケーススタ

ディを取り入れる 

・ 時間内で一定の作業を行いその結果を発表

するグループ演習を取り入れる 

・ PM ツールを実際に使用し PM に不可欠な

資料を作成しながらプロジェクト作業を疑

似体験できるようにする 

 

“疑似体験”を重視した上記取り組みの結果、過

去の講義における受講生の満足に関し高い評価を頂

いております（「４.カリキュラム提供事例」参照）。 

 

（４）社会貢献を重視 

本会の母体である PMIJ は非営利組織（一般社団

法人）であることから、本会の提供するカリキュラ

ムは講師派遣、カリキュラム開発に関する最低限の

経費での提供を原則としております。また社会人向

けの民間の PM 研修との不必要な競合を避けるため、

教育分野へのサービス提供を原則とする方針をとっ

ており、教育機関向けに社会貢献を重視したサービ

ス提供・教育支援を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 事例概要 

北海道大学大学院情報科学研究科様では、「実シス

テム開発指向高度人材育成プログラム」の推進にあ

たり、民間企業と協同して、PM 等の実務的な講義

とインターンシップを取り入れた新しい大学院教育

プログラムの実施を行なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】北海道大学での講義風景 

 

このカリキュラムはネットワーク回線を用いた遠

隔地教育システムを利用して、北海道大学を含む 5

大学（室蘭工業大学、北見工業大学、筑波大学、奈

良先端技術大学）と東京都田町にあるキャンパス・

イノベーション・センター（CIC）を結んで実施さ

れています。また初年度の講義を基にした e ラーニ

ングも提供されています。 

本会では上記プログラムに対し、PM カリキュラ

ムの企画から講師実施に至るまで包括的な実施支援

を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 3】北海道大学での講義風景 

 

（２）提供カリキュラム 

北海道大学大学院情報科学研究科様が実施してい

る PM カリキュラムは将来的に本カリキュラムを主

専攻とした学位認定を目指しており、8 科目（講義

時間 120 時間以上）の講義と 3 ヶ月以上のインター

４.カリキュラム提供事例
（北海道大学情報科学研究科様）

北海道大
（札幌）

CIC
（東京田町）

北見工大

室蘭工大

奈良先端技術大
筑波大
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シップを組み合わせた本格的なものです。本会では

そのうち６科目（プロジェクトマネジメント特論、

プロジェクト計画特論１・２、プロジェクト運営特

論、ソフトウェア開発プロセス特論２、パーソナル

スキル特論）、総時間数にして 100 時間以上の講義

を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 2】本会で提供している PM科目一覧 

 

 

（３） 受講生からの高い評価 

本支援では、カリキュラムに対する理解度や満足

度を把握し継続的な改善に活かすことを目的に、講

義毎に受講生へアンケートを実施している点も大き

な特徴です。 

2008 年度に実施したアンケートでは、実に 9 割以

上受講生が本カリキュラムに対して「普通」以上の

評価をしており、高い満足度を得ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 4】受講生の評価（アンケート結果） 

 

 

 

 

 

 

 

その他の主な支援・サービス提供実績は以下の通

りです。 

 

 専門職大学院プロジェクトマネジメント教

育実施支援 

 PMI 東京フォーラム 

 産業技術大学院大学オープンインスティテ

ュート 

 北海道大学大学院共通授業（集中講義） 

 プロジェクトマネジメント学会教育フォー

ラム 

 帝塚山大学高度人材インターンシップ講座 

 PMI 日本支部 Web セミナー講座 

 

 

 

 

 

 

 

（１）PMI 日本支部に関するお問い合わせ 

PMI 日本支部 事務局 

E-mail ：info@pmi-japan.org 

 

（２）カリキュラム提供に関するお問い合わせ 

PMI 日本支部 教育委員会 幹事 

斉藤 学 

E-mail ：msaito@skylight.co.jp 

６.お問い合わせ先

５.その他の実績
（講義開発支援・講演等）

プロジェクトマネジャーに必要とされるリーダーシップ、
にコミュニケーション能力、プロフェッショナルの責任
について学ぶ。

パーソナルスキル特論

ITソフトウェア開発の特徴、システム・ライフサイクル
の特徴、フェーズにおけるプロジェクトマネジメントの
知識、ツール、手法等を学ぶ。

ソフトウェア開発プロセ
ス特論２

プロジェクトの実行、プロジェクト実績の測定とそのコ
ントロール、プロジェクトの変更の管理方法、プロジェ
クトの終結プロセスを学ぶ。

プロジェクト運営特論

PMBOKの9つの知識エリアのうち、品質、リスク、人
的資源、コミュニケーション、調達について学ぶ。

プロジェクト計画特論２

PMBOKの9つの知識エリアのうち、立上プロセスから、
スコープ、アクティビティ、スケジュール、コストまでの
考え方や手法を学ぶ。

プロジェクト計画特論１

プロジェクトの概念、歴史的経緯を理解し、プロジェ
クト型の作業を行う上で最低限の知識とツールおよ
び技法を学ぶ。

プロジェクトマネジメント
特論

科目内容提供科目名

プロジェクトマネジャーに必要とされるリーダーシップ、
にコミュニケーション能力、プロフェッショナルの責任
について学ぶ。

パーソナルスキル特論

ITソフトウェア開発の特徴、システム・ライフサイクル
の特徴、フェーズにおけるプロジェクトマネジメントの
知識、ツール、手法等を学ぶ。

ソフトウェア開発プロセ
ス特論２

プロジェクトの実行、プロジェクト実績の測定とそのコ
ントロール、プロジェクトの変更の管理方法、プロジェ
クトの終結プロセスを学ぶ。

プロジェクト運営特論

PMBOKの9つの知識エリアのうち、品質、リスク、人
的資源、コミュニケーション、調達について学ぶ。

プロジェクト計画特論２

PMBOKの9つの知識エリアのうち、立上プロセスから、
スコープ、アクティビティ、スケジュール、コストまでの
考え方や手法を学ぶ。

プロジェクト計画特論１

プロジェクトの概念、歴史的経緯を理解し、プロジェ
クト型の作業を行う上で最低限の知識とツールおよ
び技法を学ぶ。

プロジェクトマネジメント
特論

科目内容提供科目名

Q.講義は分かりやすかったですか

30.9%22.2%

2.5% 0.0%

44.4%
5:大変分かりやすかった
4:分かりやすかった

3:普通
2:少し分かり難かった

1:大変分かり難かった

受講生の97.５%が
「普通」以上と回答!

受講生の96.3%が
「普通」以上と回答!

Q.講師の熱意や工夫は伝わりましたか

34.6%29.6%

2.5%

1.2%

32.1%
5:大変良く伝わった
4:良く伝わった
3:普通
2:余り伝わらなかった
1:全く伝わらなかった

Q.自分の能力や将来に役立つ内容でしたか

38.3%

19.8%

2.5%

1.2%

38.3%5:大変役に立った

4:ある程度役に立った

3:普通
2:余り役に立たない

1:全く役に立たない

受講生の96.3%が
「普通」以上と回答!


